
美唄市議会に関するアンケートにおける「議会に対する意見・要望」

アンケートに寄せられた意見・要望に対する議会からの回答【議会】

№ 意見・要望 回答

1

　議員定数について 　議員定数については、64.9％の方から減らすべきであるとのご回答をいただいてお
り、個別では「人口減少による定数見直し」「人口が減っているのに議員ばかりいても
税金の無駄。小さい市はそれなりに少なくしなくては」「人数の根拠が不明。法的にあ
るのかもしれないが。人数とその個別の役割を明確にすべき」など、79件のご意見をい
ただいております。
　今回の議会改革等検討委員会において、議員定数は検討項目としておりましたが、人
口規模だけで決められる問題ではなく、残りの任期の中で結論を出すことが難しいた
め、６月の改選後に、本市と同規模の自治体の動向を注視しながら、更に検討を進めて
まいります。

2

　議員報酬について 　議員報酬については、53.4％の方から多いとのご回答をいただいており。個別では
「15万円」「25万円」「金額はわかりませんが、市民に見える仕事をしていないので、
多いと思います。私には特に何をしているかわかりません」「増やすなら定数を減らし
てから」など、80件のご意見をいただいております。
　今回の議会改革等検討委員会において、議員報酬は検討項目としておりましたが、今
後の議員のなり手確保の面からも慎重な検討が必要であり、残りの任期の中で結論を出
すことが難しいため、６月の改選後に算出根拠や妥当性を検証し、更に検討を進めてま
いります。

3

　市議会及び市議会議員の活動について 　市議会議員の活動については、26.8％の方から不満である、やや不満であるとのご回
答をいただいており、個別では「議員の仕事が市民に伝わっていないから」「個々の議
員が、行政についてしっかりと学び、市民の利益につながるよう積極的に活動する」
「活動しているとは思えません。やるのなら美唄市内全部回って、困っていることはな
いですかとか聞いて」など、68件のご意見をいただいております。
　また、市議会議員に求めることについては、34％の方から市民とのコミュニケーショ
ンとのご回答をいただいており、議員一人一人がご意見を受け止め活動に活かしていく
とともに、情報共有や市民参加について検討を進め、皆さんに議員活動が見えるよう努
めてまいります。
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4

　政務活動費について 　政務活動費とは、会派及び議員が行う調査研究、研修、住民相談、各種会議への参加
など、市政の課題や市民の意見を把握するために必要な活動に要する経費ですが、市の
財政健全化計画に協力する形で平成20年度から凍結し、そのまま現在に至っておりま
す。
　政務活動費については、62.6％の方から平成20年からの凍結を知らなかったとの回答
をいただいており、59.5％の方から支給しなくても良いとの回答をいただいておりま
す。
　今回の議会改革等検討委員会において検討項目としておりましたが、凍結解除には至
らず、６月の改選後に算出根拠や妥当性を検証し、更に検討を進めていくこととなりま
した。

　なお、政務活動費の使用に当たっては、会計帳簿や領収書等を整備すること及び市長
への報告が義務づけられております。

5

　意見交換、情報共有について 　議会報告会への参加については、30.5％の方から行きたいが日時が合わず参加したこ
とがないとの回答をいただいており、個別では「若者が将来の美唄市について議論でき
るような場所や機会が欲しいです。会社や組織を超えた縦のつながりをもっと作るべき
であると考えます」「市民に対し何でも情報を発信。場所を指定されても参加できない
人にはどうすればよいか考えてほしい」「行政とのやり取りももちろん大切ですが、市
民の代表なんですから市民の声をしっかり聞いてほしい」など、41件のご意見をいただ
いております。
　今回、２月24日に４年ぶりとなる議会報告会を座談会方式で開催し、多くのご意見を
いただいたところであります。次回以降の議会報告会の内容や方法を含めて、６月の改
選後に更に検討を進めてまいります。
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6

　議会だより・YouTubeについて 　議会だよりについては、59.4％の方から毎回読んでいるとの回答をいただいておりま
すが、個別では「非常に読みにくい。もっと工夫をしてほしい」とのご意見をいただい
ております。
　また、本会議及び特別委員会のYouTube配信については、53％の方から知らなかった
との回答をいただき、個別では「知っているが、画質・音声が最悪である」「Youtube
の見方がわからない」などのご意見をいただいております。
議会だより、YouTubeについては、議会改革の早期の改善に取り組む検討項目としてお
りますが、YouTubeについては設備の老朽化もあり、また、議会だよりについても残り
の任期の中で大きな改善は難しいことから、引き続き、検討を進めてまいります。
なお、YouTubeについては、パソコンやスマ―トフォンなどで視聴することができ、ラ
イブ配信のほか、一般質問の質問者ごとに編集した録画配信を行っております。

　動画共有サイトYouTube（https://www.youtube.com）にて「美唄市議会中継」を検
索、又は市のホームページ内「美唄市議会トップページ」から入り視聴できます。　


